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2015年度に社会的養護の現場で
CAPプログラム実施予定のグループの皆さんへ
社会的養護の現場での取り組みに関するCAPプログラム助成について
「“子どもたちと明日をつくろう助成”2015　－社会的養護部門－」
（申請のお願い）

CAPセンター・JAPAN事務局

日頃より、CAP活動にご尽力いただき、またCAPセンター・JAPAN（以下：CCJ）にご支援、ご協力をありがとうございます。

さて、社会的養護の現場（児童養護施設、母子生活支援施設、情緒障害児短期治療施設）でのCAPプログラムの実施について、フィリップモリスジャパン社（PMJ社）から2015年度も助成を受けることになりました。助成の継続は8年目となり、皆さんの日々の活動が評価を受けていますこと、改めて、取り組まれてきたグループの皆さんに心から敬意を表します。

PMJ社では助成決定のしくみが変わり、2015年度は全国で700万円とすでに助成額が決定しましております。今後震災支援分や広報についての考慮に入れながら、RTC間で配分調整を行い、その後エリア内での助成率を決定します。
CCJでは、実施ニーズの高まりに応えるため、寄付サイトGive One(ギブワン)で児童養護施設でのCAPプログラム実践の継続に対する資金援助を呼びかけ、社会的養護の現場での取り組みへの資金獲得に努めています。2015年度も「“子どもたちと明日をつくろう助成”-社会的養護部門-」として、皆さんから申請を受け付け、PMJ社分は主に1年目～3年目の取り組み、それ以外の資金を4年目以降の取り組みに対して助成する予定です。新規取り組みに限っては施設職員ワークショップのみ実施の申請も可能とします。
本助成の活用を希望されるグループは、次ページの申請書に必要事項をご記入のうえ（1施設につき1枚の申請書）、4月19日（日）までにメールかFAXでご提出ください。
社会的養護の現場における研修の実施について

　ご存知のように、社会的養護の現場、児童養護施設では何らかの暴力を受けた、あるいは暴力の環境に暮らしていた子どもたちがその大半を占めており、ケアの必要な子どもたちが暮らすところです。そのケアの必要な場所でCAPプログラムを日常生活の場において実施するには、私たちCAPも、受け入れる施設側も十分な準備と共通認識を持つことが必要です。

特に初めての実施につきましては、CCJ「社会的養護におけるCAPチーム」でサポートして参りますので、まだ取り組んでいないCAPグループの皆さんも地域の社会的養護の現場に関わるチャンスとして本助成を活用していただきますよう、申請をぜひご検討ください。
助成申請にあたっての確認事項

◆助成期間は2015年4月1日～2016年3月31日までです。

◆近年、取り組みの広がりと共に助成申請が増えています。またPMJ社からの2015年度助成額の中では皆さんの申請額の全額助成は難しい状況です。ワークショップ料金につきましては、本助成継続年数を基準に、助成率を設けますことをご了承ください。
◆交通費につきましては、原則、全額を支給します。車を使用した場合の計算は、原則、貴グループでの取り決めに準じてください。決算書フォーム等をホームページにアップする段階で改めてお知らせします。申請段階では、概算で結構です。

◆助成決定後、実施スケジュールが決まりましたら「実施確認書」をご提出ください。実施内容に変更があった場合には、変更のあった時点で速やかに「変更届」をご提出の上、事務局までご連絡ください。
◆助成額は、報告書と決算書のご提出後に最終決定します。助成決定（4月末から5月上旬を予定）の際にお知らせする金額はあくまで予定額です。ただし、上限は予定額とすることとします。
助成決定後にご協力いただきたい事項

助成を申請にあたり、以下の事項について、ご協力いただきますようお願いいたします。

· 助成を受ける施設には、フィリップモリスジャパン社からの助成、あるいは寄付サイトでのプロジェクトに対する支援によって実施する旨を必ずお知らせください。

· 実施報告書は、フィリップモリスジャパン社へ提出と寄付サイトのレポートに活用します。

実施した施設の職員や子どもたちの声（サクセスストーリーなど）を集めた資料を作成し、活動の意義を広めていきたいと考えています。ワークショップ実施後、施設の方や子どもたちの声（アンケート）を集めるなどしてください。
· 参加者である子どもや施設職員の方の許可を得た上で、肖像権に配慮しながら、子どもワー　　　クショップや施設職員ワークショップの様子などの写真撮影をお願いします。視覚的にアピールできるものとして写真は非常に有効です。ご無理のない範囲で結構ですので、実施の際に施設にご相談くださいますようお願いいたします。
申請にあたり、ご相談やご不明な点がありましたら、事務局までお問い合わせください。
多くのグループの皆さんからの申請をお待ちしております。
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子どもたちと明日をつくろう助成（2015年度）
－社会的養護部門-
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	□児童養護施設　□母子生活支援施設　□情緒障害児短期治療施設　□その他

	児童養護施設
	施設名：

所在地：

	施設名の公開*1
	（いずれかにチェック）  　　□可　　　　　□否　　

	上記施設での

WS実施状況
	（いずれかにチェック）

□これまでにも実施　（概要：実施時期、内容について記入してください）
□今年度初めて実施

	実施予定プログラムの回数（次頁の参考資料を目安に設定してください）
	□施設職員ワークショップ　（　　　）

□地域セミナー（　　　）

□子どもワークショップの合計（　　　）

・就学前プログラム（　　　）　・小学生プログラム（　　　）

・中学生プログラム（　　　）　・高校生プログラム（　　　）
・その他（　　　　　　　　　　　※）※障がいのある子どもへの取組等

	実施予算総額*EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(３),2)
　*振り返りについては、助成対象となりませんことをご了承ください。実施総額の把握のため記載をお願いします。

	　　　　　　　　　　　　円

	
	（内訳概要）

・プログラム実施費用（各WS単価×回数をご記入ください。）
・打ち合わせ交通費：
・ワークショップ交通費：

・その他：（振り返りはこちらに記入してください）

	助成申請金額*3
	　　　　　　　　　　　　円

	
	（内訳概要）
・プログラム実施費用：

・打ち合わせ交通費：

・ワークショップ交通費：

	連絡先

	CAPグループ名：

担当者お名前：

TEL/FAX：　　　　　　　　　　　　　e-mail：


*1　フィリップモリスジャパン社へ報告はいたしますが、外部に公開はいたしません。
*2　実施予定のプログラムに必要な費用の総額をご記入ください。
*3　助成を希望される金額をご記入ください。申請は、ワークショップにかかる費用と交通費、打ち合わせ交通費が対象となります。打ち合わせ担当費・消耗品・事務用品・補助教材などは助成の対象になりません。

参考資料）１回に実施する子どもワークショップを受講する子どものグループ分け
　目安としては、幼児期の子どもの場合10人以下、小学生は10人～15人以下、中高生は15人以下です。また、小学生の場合2学年ずつを一応の目安としますが、虐待や不適切な環境の中で理解力等が学年だけでは分けられないバラつきが生じています。そのため、単純に人数や学年でグループ分けを考えることはやめましょう。助成申請の際にもその点を考慮の上、申請をお願いします。
私たちCAPは、すべての子どもにとってわかりやすく、楽しい時間にすることによって現在、そして将来にわたって安全で安心して過ごしてほしいと願って子どもワークショップを実施します。そのため、職員とCAPグループで事前のグループ分けを発達・年齢・力関係・生活状況などを考慮して行ってください。
	すべての子どもにとってわかりやすく、楽しい時間にすることによって現在も未来も安全で過ごしてほしいと願っています。そのため、職員とCAPグループで事前のグループ分けを発達・年齢・力関係・状況などを考慮して行います。年齢
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小3
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	11才

小5
	12才
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	13才

中1
	14才

中2
	15才

中3

	プログラム
	
	
	
	

	人数
	10人以下
	10人〜15人
	15人以下



送信先：FAX　（0798）57-4122　　E-Mail　　info@cap-j.net





就学前


45分×2日





小学生


45分×2日





中学生


50分×2×2日





＜児童養護施設におけるCAP子どもワークショップ実施モデル＞





就学前


30分×3日














